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1 はじめに 

 好みの楽曲を鑑賞するだけでなく，その楽曲

を自ら演奏することでより一層楽しむようにな

った．その楽しみ方の一つとして，ピアノ編曲

された楽曲を演奏する方法がある．しかし，好

みの楽曲のピアノ編曲された譜面が必ずしも入

手できるとは限らない．一方で，編曲譜面の作

成を行うためには多大な労力と専門知識を要す

る．そのため，ピアノ編曲譜面の作成を支援す

ることには，常に需要がある．楽曲アレンジの

研究として Tuohy ら[1]の研究がある．Tuohy ら

はオーケストラの総譜から重要な音を選択し，

ギターソロのアレンジ譜面を生成した．楽曲ア

レンジに重要な音を選択することで原曲の印象

を保つことができる．また，選択する音数を制

限し，指の届く範囲での音を選択することで，

ギターでの演奏可能性を考慮することができる．

しかし，総譜のみから音を選ぶため，アレンジ

の質やギターらしさについて表現することが難

しい． 

 本稿では，原曲のリズムや厚みといった雰囲

気が反映できていること，ピアノらしいアレン

ジであることの2点を満たすアレンジを，質の高

いピアノアレンジと定める．本手法では右手・

左手演奏部分のそれぞれに対し編曲譜面を生成

する．右手部分はメロディの一部にコード構成

音を付加することで生成し，左手部分は既存の

ピアノ楽譜を基に構築した伴奏データベースよ

り最適な伴奏を選択し生成する．各演奏部分の

編曲譜面の生成には，原曲のリズムや厚み等の

音楽特徴量を基に行うことで原曲の雰囲気を反

映する．また，ピアノ演奏の際に右手・左手が

担う役割を考慮することでピアノらしさを表現

することができる． 

 

2 提案手法 

 本手法の概要を図1に示す．まず事前に伴奏デ

ータベースの構築を行う．原曲の楽譜から音楽

特徴量の抽出を行い，それに基づき右手・左手

の 

 

 

 

 

 
 

図1 提案手法の概要 

 

演奏部分の生成を行う．そして最後に左右の演

奏部分の音が重ならないように修正を行い，ピ

アノアレンジ譜面とする． 

 

2.1 伴奏データベース 

 伴奏データベースは，既存のピアノ楽譜[2]を

用いて構築する．伴奏を小節単位に分割し図2の

ように各小節を36行16列の行列で表現する．行

は3オクターブ分の鍵盤の数，列は時間方向に配

置可能な音符の最大数を表す．行列に伴奏を格

納する際，その伴奏の根音の音高が行列の最下

行となるようにする．行列の数字は音価を表す． 
 

2.2 音楽特徴量抽出 

 本手法では音楽特徴量としてメロディ𝐌，リズ

ム𝐑，厚み𝐓，コード𝐂を使用する．以下原曲のi

小節目の各音楽特徴量を𝐌i，𝐑i，Ti，𝐂iと表す． 

メロディ𝐌は原曲のボーカル譜面を使用する．

リズム𝐑は楽曲のリズムを担う演奏部分(ベース

やドラム等)から抽出する．リズム𝐑は16次元の

ベクトルで表し，各要素は{0,1}で表現する．リ

ズムを担う演奏部分の1小節を16分割した際，発

音部分があれば1，それ以外を0とする．厚み𝐓は

1小節に含まれる音符の数を表し，音符の最大数

を1として規格化する．コード𝐂は原曲のコード

をそのまま割り当てる． 

 

2.3 ピアノ演奏における右手部分 

 厚みTiがユーザーの定める閾値ϕよりも高い小

節においては，図3に示すようにメロディにコー

ド構成音を付加することで生成する．閾値ϕの変 
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図2 伴奏データベース構築 

 

 
図3 右手演奏部分生成過程 

 

域は0 < ϕ < 1とし，楽曲の盛り上がる箇所にお

いてメロディに厚みのある印象を与えるため設

定した．i小節目の右手演奏部分を𝐑𝐢𝐠𝐡𝐭𝐏𝐚𝐫𝐭iと

したとき次式で表される． 

 

𝐑𝐢𝐠𝐡𝐭𝐏𝐚𝐫𝐭i = 𝐌i + 𝐀𝐝𝐝i(𝐑i, 𝐂i, Ti) (1) 

 

𝐀𝐝𝐝iとは付加する音を選ぶ関数である．アクセ

ントが強い部分をリズム𝐑iから取得し，コード

構成音から候補を挙げる．その部分に旋律を壊

さぬようメロディよりも低い音を選び，その音

を付加する．  

 

2.4 ピアノ演奏における左手部分 

 2.1 において構築した伴奏データベースより1

小節ごとにコスト関数Costを最小にする伴奏を選

択し，原曲のコード𝐂iに合うようリハーモナイズ

を行う．i小節目の左手演奏部分を𝐋𝐞𝐟𝐭𝐏𝐚𝐫𝐭iとし

たとき次式で表される． 

 

𝐋𝐞𝐟𝐭𝐏𝐚𝐫𝐭i = 𝐑𝐞𝐡(arg min Costi(DB), 𝐂i) 

Costi(𝐃𝐁n) = ωT × |DBTn − Ti| 

+ωR × ∑ |𝐃𝐁𝐑n,j − 𝐑i,j|

16

j=1

 

(2) 

 

 

 

(3) 

 

𝐑𝐞𝐡はリハーモナイズを行う関数，𝐃𝐁は伴奏デ

ータベース，𝐃𝐁nはn番目の伴奏，DBTnは𝐃𝐁nの

厚み，𝐃𝐁𝐑nは𝐃𝐁nのリズム，ωTとωRはそれぞ

れの重みを表す． 

 

3 結果・考察 

 本手法により生成したピアノアレンジ譜面を

図4，図5に示す．楽曲は RADWIMPSの「前前前 

 
図4 「前前前世」のピアノアレンジ結果 

 

 
図5 「蕾」のピアノアレンジ結果 

 

世」とコブクロの「蕾」を使用し，原曲の楽譜

は GLNET+[3]より得た．伴奏データベース数は

185であり，厚みの閾値ϕは「前前前世」では

0.86，「蕾」では0.65と設定した． 

 図4のアレンジ譜面は，原曲において厚みのあ

る部分ではメロディに音が付加された．伴奏は

原曲の厚みとリズムを反映できているため，厚

みのある部分では音の数が多いものが選択され，

原曲のリズムと類似度の高い伴奏が選択されて

いることがわかる．また，右手でメロディ，左

手で伴奏の役割を担っているため，ピアノらし

いアレンジ譜面の生成を可能とした． 

 

4 まとめと今後の課題 

本研究では原曲の楽譜情報から音楽特徴量の

抽出を行い，抽出した音楽特徴量に基づきピア

ノアレンジ譜面の生成を行った．今後の課題と

しては，より適切な伴奏を選択するために考慮

する音楽特徴量の追加や，編曲者の意図が反映

できるシステムの考慮があげられる．また，生

成譜面の妥当性を評価実験により評価したい． 
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